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太田市教育研究所適応指導教室

「太田ふれあい教室」

開 設 平成５年４月１日

所在地 〒373-0845 太田市泉町1405宝南センター内

(東武鉄道伊勢崎線木崎駅下車徒歩５分)

電話/FAX 電話 0276-20-6202 FAX 0276-20-6203

「太田第二ふれあい教室」

開 設 平成２７年９月１日

所在地 〒373-0０３２ 太田市新野町８０-３学校教育センター内

(東武鉄道桐生線三枚橋駅下車徒歩２０分)

電話/FAX 共通 0276-５５-４６３０

１ ふれあい教室とは ４ 主な年間行事予定

学校に行きたくても行けない児童生徒に対し

て、小集団活動での仲間づくり、体験活動、 ５月 金山散策

学習活動やカウンセリングなどをとおして、 ６月 ①いちご狩り体験

社会的な自立心を育み、学校生活(社会生活) ７月 調理実習

に適応できるようにするための支援を行う教 ９月 ②国立赤城デイキャンプ

室です (国立赤城青少年交流の家)

プラネタリウム、陶芸教室

２ 開室の期間 栗拾い

令和６年度の通室日は、 10月 パークゴルフ大会

１学期 ４月１５日 ～ ７月１８日 ③吹割の滝散策・りんご狩り

２学期 ９月 ２日 ～ １２月２０日 11月 写生会

３学期 １月 ９日 ～ ３月１７日 演劇教室

までの、祝日を除く月曜から金曜までです 調理実習

12月 ④手打ちうどんづくり

３ 活動の時間 (東毛青少年自然の家)

午前９：００～午後３：００ 調理実習

時 間 主な活動内容 みかん狩り

9:00 友だちとのコミュニケーション １月 ふれ愛コンサート

・朝のあいさつ・読書 ２月 ⑤スキー体験(佐久パラダ)

10:00 チャレンジ時間① 調理実習

11:00 チャレンジ時間② ３月 旅立ちの会

11:50 昼食の準備 ※昼食は各自持参

12:00 昼食・昼休み

12:40 清掃 ※ ○数字は、太田市教育委員会事業

13:00 チャレンジ時間③

14:00 全員活動・小集団活動・個別相談

(体育、レクリェーション)

14:50 日記の記入

15:00 帰りのあいさつ
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５ 入室 ６ 退室

(1)対象 (1)対人関係の改善が見られるとともに小集団で

太田市内在住の学校に行きたくても行けない の活動が可能になり、また、学習への取り組

児童生徒（小学校３年生以上） みも含めて学校生活(学級生活)が可能である

と判断できる児童生徒

(2)入室に関する相談

保護者と本人とが話し合い、学校またはふれ (2)保護者・本人・学校側が相談の上、退室が適

あい教室へ相談する 当であると認められた児童生徒

・太田ふれあい教室

電話 0276-20-6202 ７ 入室状況(令和６年３月３１日現在)

・太田第二ふれあい教室 小学生 中学生 合 計

電話 0276-55-4630 太田ふれあい教室 男 ５ 男 １０ 男 15

女 １０ 女 １７ 女 27

(3)入室までの流れ 太田第二ふれあい教室 男 ２ 男 ６ 男 8

相談・見学・面接・体験通室等を経て入室 女 ４ 女 ２０ 女 24

【入室までの流れ】 計 ７４名

本人・保護者

①相談の依頼 ８ 学校・家庭及び関係機関との連携

（1）在籍校との連携

学校 ①常時、電話での連絡・相談

②指導員による学校訪問

③担任等のふれあい教室訪問

④指導状況報告書の作成・送付

ふれあい教室（適応指導教室） ⑤担任等の不登校対策体験活動事業への参加

②状況確認(教育相談開始) ⑥在籍校教職員との情報交換会

③見学・面接 ④体験通室

※入室の可能性を探る。 (2)保護者との連携

継続して通室が可能か、ふれあい ①個別面接・相談の実施

教室での指導が適当か、確認する ②保護者の体験活動への参加

↓

保護者・学校 (3)不登校対策委員会との連携

⑤通室願・承諾書 太田市教育委員会、教育研究所主催事業の

↓ 不登校対策体験活動事業への参加

太田市教育委員会

↓ (4)その他

関係者会議 必要に応じて医療機関や児童相談所等との

(学校・市教委・ふれあい) 連携を図る

⑥入室の適否判断

↓ ９ 職員構成

本人・保護者

⑦通室経路・緊急連絡先の提出 職 員 仕事の内容

↓ 所 長 総括

太田市教育委員会 指導主事 企画立案、事務、連絡調整

⑧通室許可書の発行 相談指導員 児童・生徒への指導全般

↓ 学校、保護者等との

ふれあい教室へ正式入室 連絡調整・教育相談


